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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 72 号，2022．

「なまずの会」地下水位・温泉温度等観測結果 (2021 年 )

板寺一洋（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに　
　「なまずの会」では、神奈川県を中
心とした各地の観測会員の皆様が、井
戸の水位や温泉温度、そして、それら
に影響する気圧や降水量の観測を行っ
ています。2021( 令和３) 年 1 月の時
点で、観測会員数は９名で、観測井戸
は、神奈川県のほか、東京都、静岡県、
兵庫県に分布しています（図１観測休
止中を含む )。
　事務局（温泉地学研究所）では、各
会員から通信はがきや封書、電子メー
ルなどにより送られてきた観測データ
をコンピュータ入力し、月ごとのグラ
フを作成し、各会員にお返しするとと
もに、異常な変化がないかどうか検討
しています。ここでは、なまずの会の
会員による 2021( 令和３) 年の観測結
果について報告します。

2021（令和３）年の地震活動
　 気 象 庁 (2022) に よ れ ば、2021
年に日本周辺で発生した M（マグ
ニチュード）6.0 以上の地震数は
20 回（2020 年は 13 回）で、過去
10 年間の平均的な発生回数であっ
たとされています。また、国内で最
大震度５弱以上の揺れが観測された
地震は計 10 回発生し、そのうち 2
月 13 日に発生した福島県沖の地震

（震源の深さ 55km、M7.3）により
最大震度 6 強（宮城県蔵王町）が
観測されました。
　 水 位 の 観 測 結 果 と 地 震 と の 関
係を検討するため、インターネッ
トで公開されている気象庁の震度

図１　地下水位・温泉温度観測点分布
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データベースの検索サイト (http://
www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/
shindo/index.html) を 利 用 し て、 観
測点の所在する地域で有感となった
地震をピックアップしました。具体
的には 2021 年１月１日 0 時 00 分
から 12 月 31 日 23 時 59 分までの
間に、横浜（横浜地方気象台　横浜
市中区山手町）、東京（気象庁　東京
都千代田区大手町）、および、観測点
のある静岡県浜松市、兵庫県丹波市
において、それぞれ震度１以上の揺
れが観測された地震を検索しました。
その結果をもとに、横浜と東京の両方、ま
たは浜松市、丹波市のいずれかが震度１
以上となった地震を選別したところ、
その条件にあてはまる地震数は 59
回でした。それらの地震の震源位置

（緯度経度および深さ）および M を
表 1 に示しました。
　表 1 に掲げた 59 回の地震のう

ち M6 以 上 の 地 震 は 8 回 で し た。
それらのうち東海道南方沖の地震
(9/14) と日本海中部の地震（9/29）、
鳥島近海の地震（11/29）はいず
れも太平洋プレートの内部で発生
した地震でした。それ以外の 5 回
の地震はいずれも太平洋プレート
と陸のプレートの境界で発生した
地震でした。（地震調査研究推進
本 部　https://www.jishin.go.jp/
evaluation/seismicity_monthly/）

2021（令和３）年の観測結果
　各会員による 2021 ( 令和３) 年
の観測結果について、表 1 に掲げ
た地震に関連した異常変化が観測さ
れていないかどうかに注目しながら
振り返ってみましょう。水位の観測
結果との比較のため抽出した地震の
震央分布を図２に示しました。観
測結果を示すグラフ（図 3 から 7）
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表 1　横浜と東京の両方、または、静岡 ( 浜松市 )、兵庫 ( 丹波市 ) のいずれかが震度１以上となった地震（2021 年）
　図 3 から６では、震度の欄を黒塗りした地震の発生時刻を▼で示した

は、地下水位については神奈川、東
京、静岡 ( 浜松市 )、兵庫 ( 丹波市 )
という地域ごとに、また温泉温度は
箱根地域について示しました。地下
水位に影響を与える気圧と雨量につ

いては、地域内の観測会員が測定し
ている場合はそのデータを表示し、
地域内に観測会員のデータが無い場
合は、近接する気象庁の観測点にお
けるデータ（過去の気象データ検

索 http://www.data.jma.go.jp/obd/
stats/etrn/index.php による）また
は温泉地学研究所の観測点における
データを用いて示しました。
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図２　(a) 横浜と東京の両方、(b) 浜松市、(c) 丹波市でそれぞれ有感となった地震の震央分布　エリアごとに観
測点の位置を★印で示した。それぞれ観測点からの震央距離が 200km でマグニチュードが最大であった地震に
ついて、発生時刻とマグニチュードを記載した

季節変化が見られます。No.96 と異
なり日量数十 mm に及ぶような降
雨があった時に上昇しており、７月
上旬と 8 月中旬の変化が特に顕著
だったことがわかります。
　2021 年に横浜 ( 横浜地方気象台 )
と東京（気象庁）がともに震度 1
以上となった地震は計 42 回でした

（表 1、図 2(a)）。それらのうち観測
点からの震央距離が 200km 以内で
M が最大だったのは 10 月 7 日に発

生した千葉県北西部の地震（震源の
深さ 75km、Ｍ 5.9）でした。また、
観測点から最も近い場所で発生し
たのは 11 月 17 日の神奈川県西部
の地震（震源の深さ 23km、M4.4）
でした。図３にそれらの発生時刻を
▼で示しました。この地震の発生時
を含めて、表 1 に掲げた地震に関
わるとみられる異常な変化は観測さ
れていません。
　東京都品川区の No.336 の水位に

神奈川・東京（図３および図４）
　神奈川県伊勢原市の No.27 は丹
沢山地の麓に、山地と平野の境界付
近に位置しています。No.96 の水位
は地表から 1m よりも浅く、一雨ご
とに対応して細かく上下しており、
観測点一帯のごく浅い地下水の状況
を反映していると見られます。これ
に対して No.27 の水位はやや深く
地表から数 m のところにあり、春
先に最低、夏場に最高となるような

図３　地下水位観測結果（神奈川）
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図４　地下水位観測結果（東京）

は、普段は雨によって数十 cm 程度
上昇した後、半月から一カ月程度か
けて元に戻るといった変化をします
が、7 月上旬や 8 月中旬の大雨の際
にはそれぞれ 1.2m、0.5m を超え
るような大きな水位上昇が観測され
ています。
　2021 年に横浜 ( 横浜地方気象台 )

と東京（気象庁）がともに震度 1
以上となった地震は計 42 回でした

（表 1、図 2(a)）。それらのうち観
測点からの震央距離が 200km 以内
で M が最大だったのは 8 月 4 に発
生した茨城県沖の地震（震源の深さ
18km、Ｍ 6.0）でした。また、観
測点から最も近い場所で発生したの

は 5 月 14 日の東京都 23 区の地震
（震源の深さ 72km、M4.1）でした。
図４には、それらの発生時刻を▼で
示しました。この地震の発生時を含
めて、表 1 に掲げた地震に関わる
とみられる異常な変化は観測されて
いません。

図５　地下水位観測結果（静岡）
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静岡（図 5）
　静岡県浜松市の No.370 と No.477
は、ともに遠州灘に面した海岸付近
に位置しています。どちらの水位も
地表からの深さが２ｍより浅く、こ
の地域の浅い地下水位の変化を捉え
ていますが、測定頻度の違いにより
水位のピークの現れ方に違いがあり
ます。特に No.477 では 7 月上旬と
8 月中旬の大雨による急な水位の変
化が記録されており、この地域の浅
い地下水に、比較的短時間の大雨に
対して鋭敏に反応して水位上昇する
特徴があることがわかります。
　2021 年に静岡（浜松市）で震度
1 以上の揺れが観測された地震数
は計 19 回でした（表 1、図 2(b)）。
それらのうち震央距離が 200km 以
内で M が最大だったのは 9 月 19
日に発生した岐阜県飛騨地方の地
震（震源の深さはごく浅い、Ｍ 5.3）
でした。また、観測点から最も近
くで発生したのは 4 月 5 日の静岡
県西部の地震（震源の深さ 36km、
M4.3）でした。図 5 にはそれらの
発生時刻を▼で示しました。これら
の地震の発生時を含めて、表 1 に
掲げた地震に関わるとみられる異常
な変化は観測されていません。

兵庫（図 6）
　兵庫県丹波市の No.433 の地下水
位には、日雨量が数十 mm に及ぶ
ような雨が降ると２日程度かけて 1
～２ｍ程度上昇した後、数日かけて
ゆっくりと低下する特徴があります
が、7 月上旬と 8 月中旬の大雨によ
る水位の上昇はそれより大きく３ｍ
を超える顕著なものだったことがわ
かります。
　2021 年に兵庫（丹波市）で震度
1 以上の揺れが観測された地震数は
計 5 回でした（表 1、図 2(c)）。そ
れらのうち震央距離が 200km 以内
で M が最大だったのは 12 月 3 日
に発生した紀伊水道の地震（震源の
深さ 18km、Ｍ 5.4）でした。また、
観測点から最も近くで発生したのは
12 月 11 日の兵庫県南東部の地震

（震源の深さ 15km、M3.7）でした。
図 6 にはそれらの発生時刻を▼で
示しました。これらの地震の発生時
を含めて、地震に関わるとみられる
異常な変化は観測されていません。

箱根地域（温泉・蒸気温度　図7）
　箱根町大涌谷の蒸気井のうち温度
測定が実施できた No.487(A) の温
度には、井戸のメンテナンスによる

ものと見られる一時的な温度の低下
や、雨の影響とみられるばらつきが
見られます。昨年同様、年末時点の
温度が年始と比べるとやや低くなっ
ていることから、長期的には温度の
低下傾向が続いているのかもしれま
せん。
　2021 年、箱根火山での地震活動
は 1 年を通して比較的静穏で、顕著
な地震活動は認められませんでした

（ 安 部・ 本 多、2022）。No.487(A)
でも火山活動の影響による温度の変
化は生じていなかったと考えられます。

おわりに
　2021 年 8 月、小笠原諸島の海底火
山、福徳岡ノ場（ふくとくおかのば）
で大規模な噴火が発生しました。数カ
月後、この噴火で発生した多量の軽石
が海流により運ばれ、沖縄県をはじめ
とするなど日本各所に漂着し漁業や観
光業に深刻な影響を及ぼしました。一
連の噴火は、明治以降に日本列島で発
生した噴火の中では最大級の噴火であ
り、1914 年の桜島火山大正噴火に次
ぐ規模のものだったとされています

（産業技術総合研究地質調査総合セン
ター、2021）。年明け早々の 2022 年
1 月には、さらに規模の大きな噴火が

図６　地下水位観測結果（兵庫）
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トンガの海底火山フンガトンガ・フン
ガハアパイで発生しました。噴火に伴
う空振や津波、潮位変動が世界各地で
観測され、人的・物的な被害も生じま
したが、現地の被害状況も含めこの噴
火の全容は一カ月ほど経った本稿の執
筆時点において未だ明らかになってい
ません。
　近年、観測技術の進展等も手伝って、
地震や火山について新しい知見の集積
も進んでいますが、これら２つの大規模
な噴火の事例を通じて「自然災害につい
て解っていないことがまだまだたくさ
んあり、思いもよらないことが起き得
る」ということを改めて実感させられま
した。私たちにとっては、たとえ確率は
低くても大規模な災害はいつか起こる
ということを肝に銘じ、謙虚に自然現象
に向き合いながら日ごろの備えに努め
ることが何より大切なのです。
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図７　蒸気温度観測結果（箱根）
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